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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
 Cosmos Newsletter on EMC & Safety 2024-08-01 No. 166 
 

IEC: 電動車両におけるバッテリーの安全性の重要性: e-tech 情報 
 電動車両(EV)市場は成長を続けており、乗用車の新車登録台数の 25％が 2024 年に電気駆動式と

なり、全世界での販売台数は 1,700 万台を超えると予測されている。EV バッテリの安全性と性

能確保のため、IEC は IEC 62660 シリーズなどの国際規格を発行している。バッテリのセカンド

ライフも注目され、使用済みバッテリのエネルギー貯蔵への再利用が進められている。IECEE
でのバッテリや充電システムの試験・認証などの適合性評価は、EV の安全性と性能を確保する

上で重要な役割を果たしている。 
 

IEC: EU: 欧州機械規制 2023/1230 は取扱説明書のデジタル化オプションを

提供 
 

UNECE: ペダルの踏み間違い、電動車両向けの新世代ブレーキシステムの導

入を先導する 
 

UNECE: 車両規制の調和に関する世界フォーラム第 193 回報告書が発行

(1/2) 
 車両規制の調和に関する世界フォーラム第 193 回会合が、ジュネーブにて、2024 年 6 月 25～28

日に開催された。報告書 ECE/TRANS/WP.29/1179 が、2024 年 7 月 10 日付けで発行された。今回

本稿に示すようにいくつかの規制の修正、訂正、又は新規発行がなされた。 

 
USA: FCC: 自動車安全スペクトラム規則を採決へ: C-V2X 技術を、5.9 GHz
帯域で運用 
 米国連邦通信委員会（FCC）は、交通安全とモビリティ向上のため、自動車やインフラに高度

通信技術を組み込む最終規則を採決すると発表した。この規則により、自動車と道路インフラ

間の直接通信を可能にする C-V2X 技術が、5.9 GHz 帯域で運用できるようになり、安全技術の

進歩とワイヤレス経済の成長が期待される。 
 

EU: 持続可能な製品のエコデザイン規制(ESPR)発効: 持続可能な製品が消費

者の標準となる 
 2024 年 6 月 13 日付けのコデザイン要件の設定の枠組みを確立する欧州議会および理事会規制 

(EU) 2024/1781 が、2024 年 6 月 28 日に発行された。 
 本規制(ESPR)は、製品に対するエコデザイン要件を設定することを可能にする。その結果、製

品の寿命が長くなり、修理やリサイクルが容易になり、問題のある化学物質が少なくなり、リ

サイクル材料が増えることになるだろう。EU では初めて、ESPR の規制対象となるすべての製

品に対して、新たなデジタル製品パスポート要件が導入される。 
 

中国: CNCA: 電動自転車用リチウムイオン電池及び充電器の強制性製品認

証管理 CCC の実施  
 中国国家市場監管総局(SAMR)は、電動自転車用リチウム蓄電池と充電器に対して強制認証

（CCC 認証）管理を実施する。2024 年 10 月 15 日から、指定の認証機関は CCC 認証申請を受け

付け、適用規格に基づき認証業務を行う。2025 年 11 月 1 日からは、CCC 認証を取得し認証マー

クを貼付した製品しか出荷、販売、輸出できなくなる。 
 

国土交通省: 自動運転車の安全ガイドラインや EV 等のバッテリ耐久性能の国

連基準を合意 
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IEC: 電動車両におけるバッテリの安全性の重要性: e-tech 情報 
 
 
 
 
 

Summary 
電動車両(EV)市場は成長を続けており、乗用車の新車登録台数の 25％が 2024 年に電気駆動式とな

り、全世界での販売台数は 1,700 万台を超えると予測されている。EV バッテリの安全性と性能確

保のため、IEC は IEC 62660 シリーズなどの国際規格を発行している。バッテリのセカンドライ

フも注目され、使用済みバッテリのエネルギー貯蔵への再利用が進められている。IECEE（電気

技術機器及び部品に対する適合性評価スキームの IEC システム）でのバッテリや充電システムの

試験・認証などの適合性評価は、EV の安全性と性能を確保する上で重要な役割を果たしている。 

 
電動車両におけるバッテリの安全性の重要性 
 Clare Naden 氏 2024 年 4 月 23 日 
 

減速の懸念にも拘わらず、電動車両(EV)の世界市場は成長し続けると予測されている。EV バッテ

リの安全性と性能は、EV の成長にとってそして気候目標に貢献するための EV の能力にとって必要

不可欠である。 
電動車両の分野と同じくらいダイナミックな

産業は、クリーンエネルギー分野ではわずかし

かない。ユーロモニタインターナショナルによ

ると、乗用車の新車登録台数の 25％が 2024 年

に電気駆動式となり、全世界での販売台数は

1,700万台を超えると予測されている。これは、

国際エネルギー機関(IEA)による2022年の1,000
万台以上、2023 年の 1,400 万台の販売台数予測

を上回っている。 
さらに、EV車の総保有台数（2輪/3輪車を除

く）は、2022 年の約 3,000 万台から 2030 年には 2 億 4000 万台まで拡大すると予測されている。 
これは地球にとって朗報である。EV の使用が増加すると道路輸送からの排出量を削減する一助と

なるためである。道路輸送は、IEA によれば、世界のエネルギー関連排出量の 15%以上を占めている。 
 
バッテリ電源 

EV がもっと多く受け入れられるには、その安全性、性能、安価な価格を確保する必要があり、そ

のためにバッテリが重要な役割を果たしている。 
IEC は、EV が確実に安全に作動し、電力網に接続されるよう、EV 技術を支援するための幅広い

国際規格を発行している。IEC 適合性評価制度と組み合わせることで、国際規格は、バッテリを含む

すべての部品の相互運用性や安全機能の確保に貢献している。 
EV の大部分はリチウムイオン電池で駆動しており、その価格はより安くなり、より多くのエネル

ギーを蓄えられるようになってきた。とはいえ、よく知られている欠点が未だ数多くある。すなわち、

時間の経過とともに電池の性能が低下すること、そして使用が不可能になった後はリサイクルが複雑

なことである。さらに、リチウム、コバルト、ニッケルなど、新しい電池を作るために必要な重要鉱

物を採掘することで環境に影響を及ぼす懸念がある。 
IEC TC 21 は、EV の推進のための 2 次リチウムイオン電池に関する IEC 62660 シリーズを含む、

リチウムイオン電池の国際規格を発行している。3 部構成のシリーズで、性能試験、信頼性試験、安

全要件を扱っている。 
 
安全第一 

国際的試験、検査、監査、認証サービスプロバイダーである TÜV SÜDのサステナブルテクノロジ
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コスモス・コーポレイション: 自動車部品の耐水試験についてのご案内 
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社長の独り言 
 
 
 
 

2024 年 7 月 16 日 
濱口 慶一 

 
梅雨なのか？真夏なのか？分かりにくい最近ですが、皆様は体調を崩さずに業務に邁進されている

ことを祈念致します。 
 

最近、お客様回りをしていますが、どうも特定の同業者から言われたのでしょうか、“濱口の技術

指導は認証機関として、ISO/IEC 17065 で禁止されているコンサルティングにあたるのでは”とい

うご意見を聞く事があります。コンサルティング業務に関しては、“ISO/IEC 17065:2012 (JIS Q 
17065:2012) 製品認証機関に対する要求事項: 解説と適用ガイド”(監修: ISO/IEC 17065 対応 WG、

編集委員長: 住本守氏)の 18 ページにある“(2) コンサルティング”に抵触しないように進めてまいり

ます。監督省庁の経済産業省と厚生労働省の担当の方にも機会あるごとに見解を仰いで、登録検査機

関や登録認証機関として、法令遵守の精神で進めて参ります。その一方で、他機関への認証案件に対

する技術相談は大いに進めていきたいと思いますので、何なりとご用命下さい。 
 

長岡科学技術大学でお世話になった教授の方々には、今でもいろいろとご指導を受けています。同

大学の教授陣の素晴らしいところは、経済産業省出身の方がいくつかの組織で実践を学んで教授にな

られた方が多いことです。教授の言葉の節々に、国家の思いが見えてくるように思えたのを、修了後

の今でも思い出します。国が若い技術者のために折角開設してくれた学部ですので、多くの製品安全

技術者を目指している若人が、この大学の同じ修士課程に入学されることを願っています。そういう

意味で、製品安全・機械安全に関わるスタッフをお持ちの企業を経営されている方々には、そのスタ

ッフの方が希望されるなら、学費などの援助を是非お願いします。また長岡科学技術大学の方も、少

しでも向学心のある若者が入学出来るように採用枠を広げていただきたいです。私のように工業高校

卒業の方で、同大学の受験に不安がある方がおられましたら、メールでお問い合わせ下さい。合格の

ために私の経験からアドバイスできることがあれば惜しみなくお伝えしたいと思います。 
 

一橋大学の江藤学先生も話しておられますが、日本の技術者を若いうちから IEC や ISO 等の組織

へ送り、規格作成に関わらせて、日本企業に有利な規格作りに参加させることが大切であり、特に定

年間際になった高齢者が参加していくよりも、30 代の若い技術者を送るべきだと言われています。

私も経営者として、希望する社員が大いに世界に打って出ていけるように、製品安全工学技術者を輩

出できるシステムを構築していきたいと考えています。 
 

趣味の日本ミツバチの養蜂ですが、2 群が元気で蜜を集めていますが、1 群はいなくなってしまい

ました。私の管理ミスだと思います。巣箱の拡張と貯蓄蜜を削減していなかったために、分蜂やスム

シなどの発生で住みにくくなって逃げてしまったのではと思います。次の良い住まいを見つけてくれ

ていると良いのですが。 
 

梅雨が明け、本格的な夏になりますが、体調を崩さないよう気をつけて頑張りましょう。 
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